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１

P．３ 

【審査結果通知後の流

れ】

事業着手後、事業完了後に期限はあります

か。また、期限があったときに、ナフサ問題

を鑑みた期限延長は認められますか。

本事業は令和 8年度予算に基づき実施する事業です。 一方、

事業スケジュールにおいては当該年度中の完成は難しいものと

想定されるため、信濃町民間賃貸住宅建設補助金交付要綱第 10

条第 2項及び第 3項の規定に基づき、工期が当該年度を超える

場合には進捗状況を報告することで予算の繰越し（繰越明許費

等）措置を講じ、次年度を工期の期限としています 。  

なお、ご質問のとおり避け難い事故等による工期延長の場合

（今般の世界情勢やナフサ問題等により、建築資材の入手が困

難となり工期が遅れる場合など）は、例外としてさらに翌年度

へ予算を繰り越すことが可能とされています。 

したがって、本事業の事業完了期限は原則として令和 9 年度

末とし、社会情勢の悪化等による不測の工期延長については 1

年間と想定しています。 
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